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規程NO.３９－２ 

 

社会福祉法人村上市社会福祉協議会  
法人後見運営委員会設置要綱 

 
平成２９年１２月２０日 制定 

 

（目的） 

第１条 社会福祉法人村上市社会福祉協議会（以下「本会」という。）の法人後見業務（以下

「後見業務」という。）の実施にあたり、受任の適否の判断、後見業務の指導を行い、適正

な後見業務を担保するため、社会福祉法人村上市社会福祉協議会 法人後見実施要綱第12 条

の規定により、法人後見運営委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（機能） 

第２条 前条の目的を達成するため、委員会は、次に掲げる業務を行う。 

（１）成年後見人、保佐人及び補助人の受任及び辞任の申立に関する審査 

（２）成年被後見人、被保佐人、被補助人からの苦情申立てに対する調査、調整及び審査 

（３）本会から諮問を受けた事項に関する答申 

（４）本会の後見業務に対する監督・指導・助言 

（５）その他、本会及び委員会が必要と認める事項 

 

（委員の構成等） 

第３条 委員会は、１０人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者の中から本会会長が委嘱する。 

（１） 学識関係者 

（２） 法律関係者 

（３） 医療関係者 

（４） 福祉関係者 

（５） 行政関係者 

（６） その他本会会長が適任であると認めるもの 

３ 委員の報酬は、別表に定める額とする。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を各1名置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
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３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代理

する。 

 

（委員会） 

第６条 委員会は委員長が招集する。 

２ 委員会の議長は委員長をもって充てる。 

３ 委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。ただし、欠席する委員が書面審査可能

な場合は、書面審査を持って出席に変えることができる。 

４ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の時は、議長の決するところに

よる。 

５ 委員長は、必要と認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。 

 

（守秘義務） 

第７条 委員は、職務上知り得た個人情報を漏らしてはならない。なお、その職を退いた後も

同様とする。 

 

（情報の公開・管理） 

第８条 個人情報の保護とともに、事業の透明性を確保する観点から、委員会及び審査に関わ

る資料は非公開とする。 

 

（事務局） 

第９条 委員会の事務局は本会生活支援課において処理する。 

 

（その他） 

第10条 この要綱に定めるものの他、委員会の運営について必要な事項は本会会長が別に定め

る。 

 

附則 

この要綱は、平成３０年１月１日から施行する。 

 

 

別表 (第 3 条関係 ) 

法人後見運営委員会謝礼表  

委員役職  報酬金額  

委  員  5,000 円  

 

 


